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思
い
出
を
皆
で

三
学
年
委
員
長　

近
藤　

直
美

　

昨
年
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
中
で
、
沢

山
の
貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
年
も
「
楽
し
か
っ
た
。」
と
思

え
る
活
動
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
皆
様
も
残
り
少
な
い
Ｐ
Ｔ
Ａ

活
動
に
、
ご
協
力
宜
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。 三  

学  

年

二  

学  

年

一  
学  

年

平
成
二
十
七
年
度  

役
員

Ｐ
Ｔ
Ａ

会　

長 

石
井　

宮
子

副
会
長 

江
面　

昌
典

　

〃 

松
井　

義
則

　

〃 

草
野　

重
人

　

〃 

鈴
木　

宏
美

　

〃 

坂
本　

浩
之

書　

記 

菊
地　

め
ぐ
み

　

〃 

足
立　

一
則

会　

計 

阿
部　

文
子

　

〃 

柏
崎　

俊
雄

顧　

問 

関
口　

日
出
夫

　

〃 

上
野　

修
一

会
計
監
査 

月
井　

祐
子

　

〃 

荒
井　

朋
子

　

〃 

西
島　

昌
子

３
学
年
委
員
長 

近
藤　

直
美

２
学
年
委
員
長 

星
野　

幸
一

１
学
年
委
員
長 
太
田　

美
子

総
務
部
長 
塚
原　

千
夏
子

広
報
部
長 
山
中　

夕
子

生
活
指
導
部
長 

照
井　

知
子

研
修
部
長 

山
本　

美
也
比

厚
生
部
長 

増
山　

智
子

部
活
動
後
援
会

会　

長 

石
井　

宮
子

副
会
長 

伊
藤　

幸
恵

　

〃 

藤
田　

伸
夫

　

〃 

坂
本　

浩
之

書　

記 

瀧
澤　

江
利
子

　

〃 

長
谷
川　

良
子

会　

計 

江
俣　

浩
美

　

〃 

柏
崎　

俊
雄

顧　

問 

上
野　

修
一

会
計
監
査 

宇
賀
神　

明
弘

　

〃 

塚
田　

君
子

　

〃 

高
田　

暁
美

星
野

塚
原

照
井

山
本

増
山

太
田

山
中

足
立

西
島

荒
川

月
井

近
藤

江
俣

塚
田

伊
藤

高
田

阿
部

菊
地

草
野

松
井

石
井

江
面

鈴
木

関
口

塚
原　

千
夏
子

　

こ
の
度
、
総
務
部
部
長
に
な
り
ま

し
た
塚
原
で
す
。
総
務
部
で
は
エ
コ

キ
ャ
ッ
プ
の
回
収
を
主
と
し
て
他
の

部
同
様
学
校
行
事
の
お
手
伝
い
を
さ

せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。
生
徒
達
や
先

生
方
の
笑
顔
に
元
気
を
沢
山
も
ら
え

て
得
し
た
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

総　

務　

部

総　

務　

部

皆
さ
ん
と
一
緒
に

二
学
年
委
員
長　

星
野　

幸
一

　

昨
年
に
引
続
き
学
年
委
員
長
を
務

め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
子
ど
も

た
ち
が
勉
強
・
人
間
関
係
・
社
会
性

を
身
に
付
け
さ
せ
て
い
た
だ
く
た
め

に
も
、
学
校
と
家
庭
が
力
を
合
わ
せ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ご

協
力
を
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

学
年
委
員
を
引
き
受
け
て

一
学
年
委
員
長　

太
田　

美
子

　

入
学
し
て
、
早
二
ヶ
月
が
過
ぎ
ま

し
た
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
も
、
最
終
章
の

一
年
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

生
徒
が
、
充
実
し
た
高
校
生
活
を

送
れ
る
よ
う
微
力
で
は
あ
り
ま
す

が
、
学
年
部
を
努
め
た
い
と
思
い
ま

す
。

照
井　

知
子

　

生
徒
指
導
部
の
主
な
活
動
は
、
生

徒
と
私
達
生
活
指
導
部
で
通
学
路
に

立
ち
、
交
通
指
導
を
行
う
事
で
す
。

　

毎
年
二
回
九
月
と
十
二
月
の
朝
に

交
通
指
導
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、

今
年
は
四
月
に
も
入
れ
て
新
入
生
達

へ
の
指
導
に
も
力
を
入
れ
ま
し
た
。

　

宇
南
は
、
大
半
の
生
徒
が
自
転
車

通
学
で
す
。
生
徒
達
の
様
子
を
見
ま

す
と
、
雨
の
日
の
傘
さ
し
運
転
、
イ

ヤ
ホ
ン
を
耳
に
付
け
て
の
運
転
、
二

列
以
上
の
並
列
走
な
ど
危
険
な
乗
り

方
を
し
て
い
る
生
徒
も
多
く
、
い
つ

事
故
に
遭
遇
し
て
も
お
か
し
く
あ
り

ま
せ
ん
。
登
校
す
る
生
徒
一
人
一
人

に
声
を
か
け
、
生
徒
達
が
安
全
に
学

校
に
通
え
る
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
も

部
員
一
同
、
交
通
指
導
に
あ
た
っ
て

い
き
見
守
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
一
年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。 生

活
指
導
部

生
活
指
導
部

山
本　

美
也
比

　

高
校
と
も
な
る
と
、
保
護
者
同
士

研　

修　

部

研　

修　

部

会
う
機
会
や
一
緒
に
何
か
を
す
る
こ

と
は
格
段
に
少
な
く
な
り
ま
す
よ

ね
。
研
修
旅
行
や
研
修
会
を
み
な
さ

ん
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル

と
し
て
も
活
用
い
た
だ
け
る
よ
う
、

研
修
部
一
同
が
ん
ば
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

増
山　

智
子

　

こ
の
度
、
厚
生
部
部
長
に
な
り
ま

し
た
増
山
で
す
。

　

厚
生
部
の
主
な
活
動
は
、
七
月
に

開
催
さ
れ
る
「
雀
宮
地
区
Ｐ
Ｔ
Ａ
連

絡
協
議
会
球
技
大
会
」
で
す
。
雀
宮

地
区
の
小
・
中
・
高
校
の
九
校
が
集

結
し
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
と
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
の
二
種
目
で
競
い
合
い
ま

す
。

　

選
手
で
あ
る
保
護
者
の
方
々
は
、

数
回
の
練
習
や
練
習
試
合
を
行
い
、

チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
大
会
に
臨
み

ま
す
。
珍
プ
レ
ー
あ
り
好
プ
レ
ー
あ

り
で
、
毎
年
楽
し
く
素
晴
ら
し
い
大

会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
、
皆
さ
ん
が
楽
し
く
充
実

し
た
時
を
過
ご
せ
る
よ
う
、
厚
生
部

一
同
微
力
な
が
ら
お
手
伝
い
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。
一
年
間
ど
う
ぞ
宜
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

厚　

生　

部

厚　

生　

部山
中　

夕
子

　

年
二
回
、
広
報
紙
「
み
な
み
」
を

発
行
し
て
お
り
ま
す
。
部
員
同
士
、

編
集
会
議
で
集
ま
る
機
会
が
多
い
の

で
、
楽
し
み
な
が
ら
活
動
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
共
、
皆
様
の
ご
協
力
、
ご
支

援
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

広　

報　

部

広　

報　

部

専 

門 

部 

会
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芸
術
鑑
賞
会

Ｐ
Ｔ
Ａ
第
三
学
年
会

研 修 旅 行
　
　

Ｐ
Ｔ
Ａ
研
修
部
長

山
本　

美
也
比

　

六
月
二
十
四
日
、
総
勢
八
十

二
名
で
の
研
修
旅
行
は
、
前
日

の
雷
雨
が
ウ
ソ
の
よ
う
な
梅
雨

の
晴
れ
間
と
な
り
、
渋
滞
も
ほ

と
ん
ど
な
く
行
程
通
り
ス
ム
ー

ズ
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ひ
と
え
に
、当
日
の
運（
？
）

と
参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た
み
な

さ
ん
の
ご
協
力
の
賜
物
と
感
謝

の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

青
山
学
院
大
学
見
学
で
は
、

学
生
さ
ん
に
よ
る
二
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
た
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ

ア
ー
に
参
加
。
同
大
学
の
シ
ン

ボ
ル
で
も
あ
る
国
登
録
有
形
文

化
財
「
間
島
記
念
館
」
や
「
ガ

ウ
チ
ャ
ー
・
メ
モ
リ
ア
ル
・
ホ
ー

ル
」「
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
オ
ス
カ
ー
・

ミ
ラ
ー
記
念
礼
拝
堂
」
な
ど
を

巡
り
、
参
加
者
か
ら
感
嘆
の
声

も
聞
か
れ
ま
し
た
。
次
年
度
も
、

よ
り
多
く
の
み
な
さ
ん
が
参
加

し
た
く
な
る
よ
う
な
研
修
旅
行

を
ご
提
案
で
き
る
よ
う
尽
力
い

た
し
ま
す
。

　

十
月
二
十
四
日
に
は
研
修
会

も
予
定
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

ご
都
合
が
あ
え
ば
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

〈間島記念館〉

〈ガウチャー・メモリアル・ホール〉 〈チャールズ・オスカー・ミラー記念礼拝堂〉

さらにめざそう!! 宇南生の力で！
200kg（8万個分）のエコキャップ
発展途上国の子供達100人分の

ワクチンのために

回収場所
各教室

昨年度より生徒のインターアクト活動のエコキャップ
回収のお手伝いをさせていただいております

「
Ｐ
Ｔ
Ａ
第
三
学
年
会
」
に
つ
い
て

　

六
月
二
十
六
日
（
金
）
本
校
会
議

室
に
て
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
第
三
学
年
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
始
ま
る
大
学
受
験
の
流

れ
に
つ
い
て
や
、
保
護
者
と
し
て

知
っ
て
お
き
た
い
こ
と
、
ま
た
ど
ん

な
こ
と
に
注
意
し
て
子
供
た
ち
と
向

き
合
え
ば
よ
い
の
か
な
ど
、
細
か
く

教
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

と
て
も
密
度
の
濃
い
貴
重
な
時
間

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

私
た
ち
親
は
、
よ
き
サ
ポ
ー
タ
ー

に
な
り
た
い
も
の
で
す
よ
ね
。

宇
都
宮
地
区
県
立
高
等
学
校

　
　
　
　
　

合
同
芸
術
鑑
賞
会

六
月
七
日
（
木
）
市
文
化
会
館

　

今
年
度
は
、
東
京
芸
術
座
に
よ
る

舞
台
「
夏
の
庭
」
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。

　

身
内
の
老
人
の
死
を
き
っ
か
け
に

三
人
の
少
年
と
生
き
る
気
力
の
な
い

独
居
老
人
が
出
会
い
、
次
第
に
仲
良

く
な
っ
て
老
人
も
元
気
に
な
っ
て
い

く
。
し
か
し
、
老
人
は
最
期
の
時
を

迎
え
る
が
、
心
あ
た
た
ま
る
幸
せ
な

晩
年
に
な
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

人
と
の
ふ
れ
あ
い
の
大
切
さ
に
気
付

か
さ
れ
る
、そ
ん
な
お
芝
居
で
し
た
。


